
思
い
お
こ
せ
ば
二
十
数
年
間
、
京
都
の
医
学
史
研
究
の
大
部
分
を
宗
田
先
生
の
ご
指
導
を
う
け
て
、
行
を
共
に
し
て
き
た
筆
者
に
と
っ
て
、

先
生
の
追
悼
文
を
草
す
る
こ
と
は
、
現
世
の
無
情
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
・

初
め
て
先
生
に
お
会
い
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
七
年
五
月
二
十
七
日
、
旧
京
都
府
医
師
会
館
で
関
西
支
部
主
催
で
行
な
わ
れ
た
山
脇
東
洋

没
後
二
百
年
記
念
会
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
で
は
小
川
鼎
三
先
生
、
田
中
助
一
先
生
の
講
演
と
三
十
数
点
に
及
ぶ
資
料
展
示
が
あ
り
、
宗

田
先
生
は
そ
の
裏
方
と
し
て
、
会
の
実
務
に
当
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
場
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
見
る
と
お
若
い
姿
が
う
つ
っ
て
い
る
。
先
生

は
既
に
昭
和
二
十
九
年
頃
か
ら
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
や
「
医
證
」
に
論
文
を
発
表
さ
れ
て
お
り
、
学
会
の
評
議
員
で
あ
っ
た
。

先
生
が
京
都
府
医
師
会
主
催
の
医
学
史
関
連
事
業
と
直
接
か
か
わ
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
四
日
か
ら
府
立
総
合
資

料
館
で
行
っ
た
『
京
都
の
医
学
史
展
」
の
開
催
準
備
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

先
生
を
府
医
師
会
に
直
接
推
薦
さ
れ
た
の
は
太
田
典
礼
先
生
で
あ
っ
た
。
京
都
府
野
田
川
町
出
身
の
太
田
先
生
は
小
川
鼎
三
先
生
、
緒
方

富
雄
先
生
と
三
高
で
同
級
で
あ
り
、
東
京
に
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
て
医
史
学
啓
蒙
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
た
。

た
ま
た
ま
昭
和
五
十
年
四
月
、
第
十
九
回
日
本
医
学
会
総
会
が
京
都
で
開
催
さ
れ
る
に
当
り
、
医
史
学
会
々
長
に
決
定
し
て
い
た
阿
知
波

五
郎
先
生
が
持
病
の
悪
化
に
よ
り
辞
退
さ
れ
た
た
め
、
急
遼
中
野
操
先
生
が
会
長
と
な
ら
れ
、
大
阪
市
で
医
史
学
会
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
太
田
先
生
は
せ
め
て
展
覧
会
だ
け
で
も
京
都
で
や
ら
れ
ば
と
力
説
さ
れ
て
、
宗
田
先
生
を
府
医
師
会
員
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
実
情
で

あ
る
。
そ
の
結
果
守
屋
正
先
生
を
委
員
長
と
し
て
、
『
医
心
方
」
仁
和
寺
本
を
は
じ
め
、
二
百
数
十
点
の
資
料
を
集
め
た
大
展
覧
会
を
開
く
こ

宗
田
一
先
生
と
京
都
の
医
学
史
研
究

日
本
医
史
学
会
常
任
理
事
杉

立

義

一
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と
が
で
き
た
。
そ
の
企
画
、
出
品
物
の
選
択
等
の
準
備
万
端
に
つ
き
、
事
務
局
の
坂
上
俊
之
氏
と
共
に
た
び
た
び
宗
田
先
生
の
お
宅
（
同
じ
西

京
区
桂
で
拙
宅
か
ら
徒
歩
数
分
の
距
離
）
に
伺
っ
た
。
書
物
が
う
ず
高
く
つ
ま
れ
た
廊
下
、
階
段
を
上
が
っ
て
書
斎
に
入
る
と
、
フ
ァ
イ
ル
が
整

然
と
な
ら
び
、
必
要
な
資
料
は
い
つ
で
も
出
せ
る
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
の
に
敬
服
し
た
。
会
期
中
、
小
川
鼎
三
先
生
と
武
見
太
郎
先
生

と
の
対
談
が
持
た
れ
た
が
、
小
川
先
生
が
時
間
を
す
ぎ
て
も
資
料
館
に
帰
ら
れ
な
い
の
で
、
胄
医
連
に
と
り
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
、
宗
田
先
生
を
は
じ
め
一
同
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
小
川
先
生
が
ひ
ょ
っ
こ
り
お
帰
り
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
す
。

こ
の
展
覧
会
実
施
が
そ
の
後
の
京
都
の
医
学
史
研
究
の
起
点
と
な
っ
た
。

順
正
で
開
か
れ
た
そ
の
打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ
の
席
で
、
小
川
先
生
が
東
洋
の
記
念
碑
を
観
臓
の
地
に
建
て
た
ら
ど
う
か
と
提
案
さ
れ
た
。

ま
た
宗
田
先
生
の
お
智
恵
を
か
り
て
顕
彰
会
を
作
っ
て
、
翌
五
十
一
年
三
月
七
日
、
六
角
獄
舎
跡
に
観
臓
記
念
碑
を
建
立
し
た
。
つ
い
で
翌

五
十
二
年
九
月
二
十
五
日
に
は
賀
川
玄
悦
顕
彰
碑
を
玉
樹
寺
に
建
立
除
幕
し
た
。

こ
の
よ
う
に
府
医
師
会
内
で
医
学
史
研
究
の
機
運
が
盛
り
上
っ
て
き
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
京
都
の
医
学
史
の
通
史
を
編
纂
し
よ
う
と
い

う
議
が
決
定
さ
れ
、
十
一
名
の
医
師
会
員
が
分
担
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
特
に
宗
田
先
生
に
は
編
集
顧
問
と
し
て
編
集
室
員
に
加
わ

っ
て
い
た
だ
い
た
。
全
体
の
構
成
、
章
立
て
、
史
料
の
探
索
等
、
先
生
の
御
助
力
で
進
み
、
予
定
を
は
る
か
に
超
え
て
「
本
文
編
」
千
五
百

頁
、
「
資
料
篇
」
七
百
頁
の
大
冊
が
で
き
上
っ
た
。
先
生
は
書
物
の
編
集
に
は
豊
富
な
経
験
を
お
持
ち
で
、
出
版
社
と
の
交
渉
、
販
売
体
制
の

確
立
を
う
ま
く
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
。
幸
い
本
吉
は
毎
日
出
版
文
化
賞
特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
あ
と
府
医
師
会
の
専
門
医
会
的
存
在
と
し
て
、
同
時
に
日
本
医
史
学
会
の
支
部
的
機
能
を
持
っ
た
京
都
医
学
史
研
究
会
を
、
五
十
五

年
十
月
に
創
立
し
た
が
、
先
生
は
当
初
よ
り
顧
問
と
し
て
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
毎
月
一
回
の
例
会
は
本
年
三
月
で
百
五
十
回
を
迎
え
た

が
、
な
か
で
も
昭
和
六
十
年
七
月
か
ら
平
成
六
年
十
二
月
ま
で
、
阿
知
波
五
郎
先
生
著
の
「
近
代
日
本
の
医
学
』
、
『
医
史
学
論
考
』
を
教
材

と
し
て
、
毎
例
会
ご
と
に
四
十
一
回
に
わ
た
り
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
、
阿
知
波
医
史
学
を
研
究
会
員
に
理
解
さ
せ
る
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

ま
た
五
十
八
年
か
ら
会
誌
『
啓
迪
」
を
毎
年
発
行
し
て
い
る
が
、
先
生
は
毎
号
寄
稿
し
て
下
さ
っ
た
。
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昭
和
五
十
二
年
以
来
、
毎
年
三
月
上
旬
に
は
研
究
会
有
志
が
山
脇
東
洋
観
臓
記
念
碑
へ
の
献
花
と
誓
願
寺
墓
地
に
参
詣
を
行
っ
て
き
た
。

先
生
も
毎
年
必
ず
お
い
で
下
さ
っ
た
。
今
年
三
月
九
日
で
ち
ょ
う
ど
二
十
回
を
数
え
た
。
研
究
会
の
公
式
行
事
と
し
て
先
生
に
お
目
に
か
か

る
最
後
と
な
っ
た
。
観
臓
記
念
碑
の
台
石
に
は
先
生
の
撰
文
に
な
る
次
の
銘
文
が
刻
ん
で
あ
る
。

近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
観
臓
の
記
念
に

一
七
五
四
年
・
宝
暦
四
年
閨
二
月
七
日
に
山
脇
東
洋
（
名
は
尚
徳
・
一
七
○
五
’
一
七
六
二
）
は
所
司
代
の
官
許
を
え
て
、
こ
の
地
で
日
本
最
初

の
人
体
解
屍
観
臓
を
お
こ
な
っ
た
。
江
戸
の
杉
田
玄
白
ら
の
観
臓
に
先
立
つ
こ
と
一
七
年
前
で
あ
る
。

こ
れ
が
実
証
的
な
科
学
精
神
を
医
学
に
と
り
入
れ
た
成
果
の
は
じ
め
で
、
日
本
の
近
代
医
学
が
こ
れ
か
ら
め
ば
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

東
洋
の
こ
の
偉
業
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
観
臓
さ
れ
た
屈
嘉
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
、
こ
こ
に
碑
を
た
て
て
記
念
と
す
る
。

来
年
以
降
も
こ
の
碑
へ
の
献
花
を
つ
づ
け
て
、
先
生
を
お
偲
び
す
る
こ
と
と
す
る
。
長
い
年
月
、
医
史
学
研
究
の
道
を
走
り
つ
づ
け
て
こ

ら
れ
た
宗
田
先
生
、
今
は
た
だ
す
べ
て
を
超
越
し
て
お
休
み
下
さ
い
。
（
合
掌
）

忠
告
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

先
生
が
四
十
年
間
に
発
表
さ
れ
た
著
書
・
論
文
は
膨
大
な
も
の
で
あ
る
。
初
期
は
薬
学
史
、
本
草
学
に
関
す
る
も
の
が
主
で
あ
っ
た
が
、

次
第
に
関
連
領
域
へ
と
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
い
ず
れ
も
記
述
が
極
め
て
徹
密
で
、
系
統
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
確
実
な
資
料
に
基
づ
く
か
ら
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
近
年
の
特
徴
と
し
て
、
従
来
の
定
説
を
補
訂
す
る
論
文
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
は
学
問
に
対
す
る
信
念
と
決
断
な
く
し
て
は

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
近
年
（

で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
個
人
と
し
て
は
師
と
も
兄
と
も
思
っ
て
ご
交
際
を
願
っ
て
き
た
が
、
一
昨
年
蟇
頃
か
ら
何
か
先
生
の
体
力
の
衰
え
が
感
じ
ら
れ
、
ご

一
九
七
六
年
三
月
七
日
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